







種あるいは系統に， race IXと raceXIとを交雑してできた100培養を接種した.その
結果，それらの品種あるいは系統に対するうどんこ病菌の非病原性の， 100培養における，
遺伝状況が，大麦品種A.222に対する非病原性の遺伝状況と完全に一致した品種あるい





病菌の1の racesを接種し， 1の racesに対する反応型から， 176系統を1の反応型
群に分類した.その中.11のracesに高度の抵抗性を示す Hordeumspontaneum nigrum 










neum nigrumと区別できない高度の抵抗性系統がある.これらの系統は.H. s. nigrum 
と同じ抵抗性遺伝子を持っているかも知れない. (2)うどんこ病菌の非病原性の遺伝状
況からは， A. 222と区別できないが，抵抗程度で区別できる系統群がある.これらの系統





























九試験は 54x 35 x 
9cmのアルミニュー
ム製の箱に畑土を入れ， F2300個体と親品種をそれぞれ20個体ずつ矯種した.F3試験は



























































1. 中尾 1402および中尾 1633の低抗性遺伝子





および箆抗性品種 H.s. nigrunを交雑した九に race1および
race IXを接種した結果
接種 九における観祭数 3 : 1として交雑および親品種の感染程度 race R M S 計 P 
中尾 1402(0) xエルハル卜(4) I 173 。 54 227 0.7~.5 
中尾 1402(0) xエルハルト(4) IX 212 。 75 287 0.7-iJ.5 
中尾 1633(0) xエルハルト(4) I 197 。 52 249 0.2-iJ.1 
中尾 1633(0) xエルハルト(4) 1x 162 。 43 205 0.2-iJ.1 
中尾 1402(0 ) x H.s. nigrum(O) 1x 1153 。 。 1153 
中尾 1633(0 ) x H.s. nigrum(O) 1x 1164 。 。 1164 
び raceIXを接種すると， 第 2表に示したように， 両系統の race1および raceIX 
に対する抵抗性には1つの完全優性遺伝子が関与していることがわかる.
中尾 1402x H. s. nigrumおよび中尾 1633x H. s. nigrumの F2雑種に raceIXを
接種すると，第2表のように羅病性個体の分離がない.H. s. nigrumの raceIXに対す
る抵抗性に関与する遺伝子は 1つの優性遺伝子]Ml.nであった (Hiura1960).それゆえ，
第2表の結果から， 中尾 1402および中尾 1633の抵抗性遺伝子は， H. s. nigrumの抵抗
性遺伝子]Mふと同じか，あるいは極めて密接に連鎖していると考えられる.
2. 中尾 1659の抵抗性遺伝子
Race IX x race XIからできた 100培養を中尾 1659に接種した結果
緒言で述べたように，中尾1659，ロシア 74，およびトルコ 290など raceIXには擢病
性であるが raceXIには抵抗性を示す品種(または系統〉に， race IX x race XIから
できた 100培養を接種した結果，これらの品種はそれぞれ異なった抵抗性遺伝子を持って
いることが予想された. その結果は， トルコ 290については詳しく報告したが(日浦ら
1961， Hiura 1964)， 中尾 1659については， 単にA.222型に属するものとして報告され
た.それで，さきの実験(日浦ら 1961)における中尾 1659についての観察結果を， あら
ためてここに示すと第3表の通りである.
第 1表に示したように，中尾 1659は供使5培養に対して， ロシア 74と全く同じ反応を
示し， A. 222によく似た反応を示す. しかし，第3表で明らかなように，中尾1659とロ
第 3表 Race IXとraceXIを交雑してできた 1∞培養における，中尾1659，
ロシア74および A.222に対する非病原性遺伝子の関係
接種された大変品種 それぞれの病原型を示した培養数
X Y V叉Vy* VxA，v AxVy AxAy* 
中尾1659 ロシア74 33 16 24 27 




計 分離比 P 
100 1 : 1 : 1 : 1 0.2-iJ.1 













第 4表 黒麦148x中尾1659およびA.222 x中尾1659のF，雑極に rac巴Iを接種じた結果
F，における観察数 3 : 1として交雑および親品種の感染程度
R R-M 
黒麦148(4) x中尾1659(0) 218 。
A. 222(0-1) x中尾1659(0) 457 123 
擢病性品種黒麦148と中尾1659の民雑種に











与していることがわかる.つぎに. A. 222 x中尾
1659の九雑種に race1を接種すると，穣病性
個体の分離はなかったA.222の race1に対す






S 計 P 







A. 222と同程度(反応型かー1)に感染した個体が 123あった. これはほぼ3:1の分離比






擢病性品種黒麦148にトルコ 290を交雑した F.に race1を接種すると， トルコ 290
と同程度の抵抗性(反応型かー1)を示すものから中等の抵抗性(反応型2)まで，いろい
ろの程度の抵抗性を示すものがあり， R typeと M typeの区別は困難である.しかし，
S type (反応型3ー のと M typeとの区別は明瞭であり， CR+M): Sは3:1の分離比
に適合している(第5表). それゆえ. トルコ 290の race1に対する抵抗性には 1つの






















(R-M+M) : S 
3 : 1 
R: (R-M) 
3 : 1 
R: (R-M+M) : S 






るために，第5連鎖群に所属する JM15を持った Hei1sHannaおよび JMlごとは独立
の遺伝子 JM/，夕刊を持ったロシア 74CHiura 1960)とトルコ 290との九雑種に race1 
を接種すると， トルコ 290xロシア 74では，ロシア 74型:トルコ 290型:権病型が 12: 
3: 1の分離をしている.このことから， ロシア74の遺伝子 JMl，uとトルコ 290の遺伝子
は独立であると言える. トルコ 290x Hei1s Hannaでは， 1133個体試験して，擢病性個体
は1個体も分離していない. しかし， Heils Hanna型(反応型0)とトルコ 290型(反





養 Htはトルコ 290に病原性を示すが HeilsHannaに対しては非病原性である. これと
は反対に，培養 Hhhはトルコ 290には非病原俊であるが Hei1sHannaには病原性を示











る. Heils Hannaの遺伝子JMlZは H.s. nigrumの遺
伝子 JM仏の複対立遺伝子であるから， トノレコ 290の遺
伝子も JM.ふと同じ位置にあるか， または密接に連鎖し











































抵抗性遺伝子と区別できないが〈未発表)， H. s. nigrumを
侵すが Ricardや Multanには非病原性の raceや，そ
の反対の病原性を示す raceが発見されている(Moseman


































































































このような例は品種 Goldfoilと中尾 1476においても観察されたく未発表). 日浦(1960)
はうどんこ病抵抗性に関する 7つの複対立遺伝子を報告した.これらは，この報告でも述
べた HeilsHannaとトルコ 290の遺伝子の例に見られたように. 2つの抵抗性遺伝子は
完全に連鎖しているが，それぞれの抵抗性遺伝子に対応した非病原性遺伝子が独立の遺伝
をするので. 2つの遺伝子を確実に区別できた. しかし中尾 1659とA.222のように，









プした 60系統はすべて同じ抵抗性遺伝子を持っておると考えられる. しかも， 世界各地
から収集した 2，000余の大麦品種中，中尾 1659と同じ抵抗反応を示し， 同じ抵抗性遺伝
子を持っておると考えられるものは， ネパール産の 60系統だけであり. ネパール地方特
有の系統であることは注目すべきことである.
トルコ 290の抵抗性に関与する遺伝子は 1つの不完全優性遺伝子であった.この遺伝子
は H.s. nigrumの遺伝子JMI，"と複対立遺伝子と考えられるので， 新遺伝子 JM/~" と
した.日浦(1960)は JMI， と同じ遺伝子座にある 7つの対立遺伝子を報告した.Mose-
man (1968)は多くの研究者によって報告きれた遺伝子の中.JMふと同じ遺伝子座にあ






1 )ネパール産の大麦，中尾 1402および中尾 1633に日本のうどんこ病菌を接種した結
果では，野生種 Hordeumspontaneum nigrumと区別できない. これら2つの系統の抵
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